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連結業績サマリー
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 新型コロナウイルス感染症の影響は残るものの売上高は国内外ともに回復基調
 営業損失は前年同期比72百万円、経常損失は前年同期比73百万円と僅かに改善

営業
利益

経常
利益

親会社株主
当期純利益

前期実績
（2021年3月期 第1四半期）

当期実績
（2022年3月期 第1四半期）

前年同期比
（）内は増減率

△710

△544

△475

△637

△471

△510

3,112

72

73

△35

（単位：百万円）

（26.9%）

（ー）

（ー）

（ー）

11,566 14,678売上高

非連結子会社であった三陽電器株式会社は、前連結会計年度末より連結の範囲に含めております。※
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営業利益・営業利益率売上高
（単位：百万円）
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親会社株主当期純利益
（単位：百万円）
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金額 比率 金額 比率 増減額 増減率
売上高 11,566 100.0% 14,678 100.0% 3,112 26.9%
売上原価 10,247 88.6% 12,741 86.8% 2,493 24.3%
売上総利益 1,318 11.4% 1,937 13.2% 618 46.9%
販管費 2,028 17.5% 2,574 17.5% 546 26.9%
営業利益 △ 710 △6.1% △ 637 △4.3% 72 -
営業外損益 165 1.4% 166 1.1% 0 0.5%
経常利益 △ 544 △4.7% △ 471 △3.2% 73 -
特別損益 - - - - - -
税前利益 △ 544 △4.7% △ 471 △3.2% 73 -
法人税等 △ 20 △0.2% 23 0.2% 43 -
非支配株主当期純利益 △ 49 △0.4% 15 0.1% 64 -
親会社株主当期純利益 △ 475 △4.1% △ 510 △3.5% △ 35 -

2021年3月期 第1四半期 2022年3月期 第1四半期 前年同期比

 売上原価の改善
10,247百万円 → 12,741百万円

（2,493百万円）
→ 売上増により増加したが原価率1.8％の改善

 販管費の増加（前期比+26.9％）
2,028百万円 → 2,574百万円

（546百万円）
→ 貸倒引当金繰入及び製品保証引当金繰入などにより増加

連結損益計算書
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 売上総利益の増加（前期比+46.9％）
1,318百万円 → 1,937百万円

（618百万円）
→ 売上総利益は売上増により増加

（単位：百万円）
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前期末比
金額 比率 金額 比率 増減額

手許資金 14,782 12.8% 17,594 15.2% 2,811
売上債権 32,813 28.3% 31,269 26.9% △ 1,543
たな卸資産 40,814 35.2% 40,392 34.8% △ 421
その他 △ 2,715 △2.3% △ 3,194 △2.8% △ 478
流動資産計 85,694 74.0% 86,062 74.2% 367
有形固定資産 25,235 21.8% 24,976 21.5% △ 259
無形固定資産 422 0.4% 411 0.4% △ 11
投資その他の資産 4,469 3.9% 4,606 4.0% 136
固定資産計 30,127 26.0% 29,993 25.8% △ 134

資産合計 115,822 100.0% 116,055 100.0% 233

仕入債務 12,253 10.6% 13,670 11.8% 1,416
有利子負債 46,512 40.2% 44,666 38.5% △ 1,845
その他 5,561 4.8% 6,348 5.5% 787
負債計 64,327 55.5% 64,685 55.7% 358
利益剰余金 38,188 33.0% 37,560 32.4% △ 627
評価換算差額等 2,312 2.0% 2,738 2.4% 425
その他 10,993 9.5% 11,070 9.5% 76
純資産計 51,494 44.5% 51,369 44.3% △ 124

負債・純資産計 115,822 100.0% 116,055 100.0% 233

2021年3月期 2022年3月期 第1四半期
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連結貸借対照表
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 売上債権の減少
32,813百万円 → 31,269百万円

（△1,543百万円）
→ 売上債権回転期間は改善

（21/3月期 ：204.7日
22/3期 1Q ：194.4日）

 たな卸資産の減少
40,814百万円 → 40,392百万円

（△421百万円）
→ たな卸資産回転期間は改善

（21/3月期 ：254.6日
22/3期 1Q ：251.1日）

（単位：百万円）
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金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率
建設用クレーン
　国内売上高 9,157 50.8% 5,399 46.7% 5,444 37.1% 45 0.8%
　海外売上高 976 5.4% 962 8.3% 1,911 13.0% 949 98.7%

計 10,134 56.2% 6,361 55.0% 7,356 50.1% 994 15.6%
油圧ショベル等
　国内売上高 2,807 15.6% 2,143 18.5% 3,066 20.9% 922 43.0%
　海外売上高 4,813 26.7% 2,917 25.2% 3,967 27.0% 1,050 36.0%

計 7,620 42.2% 5,060 43.8% 7,033 47.9% 1,972 39.0%
その他
　国内売上高 200 1.1% 143 1.2% 288 2.0% 144 100.5%
　海外売上高 83 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

計 284 1.6% 143 1.2% 288 2.0% 144 100.6%
合計
　国内売上高合計 12,165 67.4% 7,686 66.5% 8,798 59.9% 1,112 14.5%
　海外売上高合計 5,873 32.6% 3,879 33.5% 5,879 40.1% 1,999 51.5%

計 18,039 100.0% 11,566 100.0% 14,678 100.0% 3,112 26.9%

2020年3月期 第1四半期 2021年3月期 第1四半期 2022年3月期 第1四半期 前年同期比

連結主要品目別売上高推移

主要品目別売上高推移 国内外売上高推移
（単位：百万円） （単位：百万円）
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 建設用クレーン
国内：中大型機種の需要は軟調であるが、

小型機種の販売台数が増加

海外：タイ、台湾、韓国などアジア向け大幅に回復

 油圧ショベル等
国内：ショベル・ミニショベルともに需要は徐々に回復

海外：アメリカ、中国、欧州の一部で需要の回復
が見られ増加

（単位：百万円）
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 北米（前期比+46.1％）
455百万円 → 665百万円

（209百万円）
→ アメリカ向けミニショベルの販売が増加

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 増減額 増減率
アジア 4,045 68.9% 2,514 64.8% 3,891 66.2% 1,376 54.7% 26.5%
中近東 121 2.1% 4 0.1% 18 0.3% 13 315.5% 0.1%
欧州 756 12.9% 899 23.2% 1,026 17.5% 127 14.2% 7.0%
オセアニア 68 1.2% 5 0.2% 205 3.5% 199 - 1.4%
アフリカ 50 0.9% 0 0.0% 72 1.2% 72 - 0.5%
北米・中南米 830 14.1% 455 11.7% 665 11.3% 209 46.1% 4.5%

海外売上高合計 5,873 100.0% 3,879 100.0% 5,879 100.0% 1,999 51.5% 40.1%

2020年3月期 第1四半期 2021年3月期 第1四半期 2022年3月期 第1四半期 前年同期比
総売上高構成比

連結仕向地別売上高推移（海外内訳）
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 アジア（前期比+54.7％）
2,514百万円 → 3,891百万円

（1,376百万円）
→ 中国向けショベル、タイ・台湾・韓国などへの

建設用クレーンの販売が増加

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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 2022年3月通期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症が収束していないことから
本格的な景気回復までには未だ時間を要すものと捉えており、足元における鋼材価格高騰の影響もあ
り、今期につきましても引き続き厳しい状況が継続すると見込んでおります。
一方で、売上については徐々にではありますが回復の兆しが見られており、現在進めている
「KATO Reborn Project」における各施策を着実に実施することで、収益性を高め早期の黒字化達
成を目指します。

2021年3月期 2022年3月期（予想）

金額 比率 金額 増減率

売上高
58,519 100.0% 65,700 12.3％

営業利益
△2,810 △4.8％ △2,600 ー

経常利益
△1,921 △3.3％ △2,900 ー

親会社株主当期純利益
△5,738 △9.8％ △3,100 ー

2022年3月期連結業績予想
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（単位：百万円）
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2021年3月期 2022年3月期（予想）

１株当たり
配当金

中間
0円 0円

期末 10.00円 10.00円

年間
10.00円 10.00円

2022年3月期配当について
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（単位：円）

 当期の通期業績は引き続き厳しいものとなることを見込んでおりますが、
当社は安定配当を基本としており、前期に引き続き以下の配当とさせていただきたく存じます。
早期に業績を改善させ、株主の皆さまにより多く還元できるよう努めて参ります。
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注意事項・お問合せ先

本資料に記載されている現在の計画や今後の見通しに関する内容に
つきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいて、計画・予想したものであります。実際の業
績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。そのため、
本資料におきましては、その実現を確約あるいは保証するものではござ
いません。

株式会社加藤製作所
総務部 IR担当

〒140-0011 東京都品川区東大井1-9-37
E-Mail:ir-kato@kato-works.co.jp

お問合せ先
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